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要 旨： 

 

 地すべり防止施設の機能を維持して行くためには、施設の管理が必要である。本資料では、

地すべり防止施設の機能、地表水･地下水排除施設の維持管理に関する実態、集水管の機能低下

及び機能維持方策の実態、地表水･地下水排除施設点検法の検討、施設の具体的な点検方法など

について示す。 
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１．まえがき 

1.1背景 

  地すべり災害の発生件数は、３～４月の融雪期や6～７月の梅雨期に多い。これは、融雪水や降雨による

地表水の斜面への浸透により、斜面内の間隙水圧が上昇し土塊のせん断強度が低下して、斜面がせん断破壊

するためである。このような地すべり機構で発生する地すべりでは、誘因である地表水･地下水を斜面からの

排除のために、地表水排除施設である水路、地下水排除施設である横ボーリング、集水井、排水トンネルな

どの地すべり防止施設が数多く設置されてきた。しかしながら、地すべり防止施設の管理は、自治体の財政

事情とうにより十分に成されているとは言えないのが現状である。 

 地すべり防止施設の機能を維持して行くためには、施設の管理が必要である。本資料は、地すべり防止施

設の機能、地表水･地下水排除施設の維持管理に関する実態、集水管の機能低下及び機能維持方策の実態、地

表水･地下水排除施設点検法の検討、施設の具体的な点検方法などについて示す。 

1.2研究の経緯 

 雪崩・地すべり研究センターでは、これまでに地すべり防止施設の維持管理に関する研究として、地すべ

り多発地帯である新潟県上越地方の実態調査を行っている。この調査では、地表水・地下水排除施設施工後

の施設の機能低下状況等を調査し、施設の経年変化と問題の発生状況、効率的な点検、地下水排除施設の修

繕・再設置方法などについて検討した。これらの研究成果は、土研資料第3941号 1)と土研資料3967号 2)等 3)

にまとめられている。その後、全国的に地すべり防止施設の維持管理の重要性が認識されるようになったこ

とや、これまでの研究が新潟県上越地方を中心としたものであったことから、本資料では全国調査とその後

の新潟県の調査を加え、今回改めて地表水・地下水排除施設の点検方法について整理し直した。 
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２．地すべり防止施設の機能 

 表－１には、地表水･地下水排除施設の機能を示した。地表水･地下水排除施設の管理は、施設の機能を維

持するためのものである。ここでは、施設の機能を示す。 

表－１ 地表水･地下水排除施設の機能

地すべり防止施設 施設の機能

地表水排除施設（水路）
地すべり斜面に流入する地表水、降水、地すべり斜面
からの湧水、沼の水、地下水排除施設からの排水など
を、水路により速やかに地すべり地外へ排水する。

地下水排除施設（横ボーリン
グ、集水井、排水トンネル、
暗渠）

地すべり斜面内に集水管や砕石などで透水係数の大き
な部分を作り、地下水を誘導排水する。

 

 

2.1 地表水排除施設（水路）の機能 

 水路の機能は、地すべり斜面に流入する地表水、降水、地すべり斜面からの湧水、沼の水、地下水排除施

設からの排水などを水路により速やかに地すべり地外へ排水することである。したがって、地表水排除施設

では、水路に流入した水がスムーズに水路を流れ、速やかに地すべり地外へ到達するような状態が常に維持

されている必要がある。そのためには、施設の管理により、水路内に水の流れを阻害するものがないことや、

水路からの漏水や越流がない状態を保つ必要がある。 

2.2 地下水排除施設（横ボーリング、集水井、排水トンネル、暗渠）の機能 

 地下水排除施設の機能は、地すべり斜面内に集水管や砕石などで透水係数の大きな部分を作り、地下水を

誘導排水することである。したがって、地下水排除施設では、地すべり斜面内に挿入された集水管や投入さ

れた砕石内に地下水が流入し、集水管や砕石内を地下水がスムーズに流れ、水路に誘導するような状態が常

に維持されている必要がある、そのためには、施設の管理により、集水管や砕石内に流入した地下水の流れ

を阻害するものがない状態を保つ必要がある。 
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           図－５ 水路の異常発生項目と割合 

 以下に、各施設の必要な点検項目と異常が発生し易い順位について整理した結果を示す。 

(1)横ボーリング 

  ①集水管の閉塞  

  ②施設周辺斜面の変動 

  ③孔口保護工の変形 

  ④集水マスの土砂等堆積 

(2)集水井 

  ①防護柵、扉、鍵の損傷 

  ②天蓋、井筒地表部の腐食、変形 

  ③集水管の閉塞 

  ④井筒内部の腐食、変形 

  ⑤タラップ、踊り場の腐食 

  ⑥排水管の閉塞 

  ⑦施設周辺斜面の変動 

(3)排水トンネル 

  ①集水管の閉塞 

  ②トンネル入り口の損傷等 

  ③排水路の閉塞（土砂等の堆積） 

  ④防護柵、扉、鍵の損傷 

  ⑤施設周辺斜面の変動による施設の損傷 

(4)水路 

  ①水路、マスへの土砂等の堆積 

  ②水路、マス、落差工の変形 

  ③施設周辺の変動 
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3.2新潟県上越地方での調査結果と施設点検についての検討 

 新潟県上越地方の泥岩地帯における８箇所の地すべり地での調査結果と、それをもとにした施設点検につ

いての検討結果を以下に示す。 

3.2.1 地表水排除施設（水路） 

(1)水路の損傷等の問題発生状況 

 写真１～４は、水路の損傷等の問題発生状況を示したものである。 

 写真－１は、草が水路内に倒れ込み水の流れを阻害している状況を示したものである。最悪の場合、水路

を流れる水は倒れ込んだ草により堰き止められ水路から越流し、越流水の地表面浸食により水路を破損させ

るとともに地すべり斜面に浸透することになる。                                                                    

 写真－２は、水路の接合部の目地が取れ、水路を流れる水が水路接合部から漏水し、地すべり斜面に浸透

している状況を示したものである。水路接合部からの漏水は、水路に接する土塊を侵食し水路を破損させ、

地すべり斜面に浸透することになる。 

 写真－３は、腐食により底が抜けた鋼製の水路を示したものである。鋼製の水路は、腐食により穴が開い

たものがある。この穴からの漏水は、水路に接する土塊を侵食し水路を破損させ、地すべり斜面に浸透する

ことになる。 

 写真－４は、小崩壊による土砂に埋まった水路を示したものである。水路周辺で発生した小崩壊や地表面

の浸食などにより水路に土砂が堆積する。堆積した土砂は、水路を堰き止め水路を流れる水を越流させ、水

路に接する土塊を侵食し水路を破損させ、地すべり斜面に浸透することになる。 

 このように、水路では、管理が成されない場合、水路に集められた水が再び水路から漏れだし地すべり斜

面に浸透することになる。特に、地すべり斜面の引張部（亀裂が発達し地表水が浸透しやすい）で水路の機

能が低下した場合は、集められた水が集中的に地すべり斜面に浸透することになる。 

          写真－２ 水路の接合部の目地が取れた水路 

 

 

  写真－１ 草が水路内に倒れ込んだ水路 
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 これらのことから、施設点検時には、水路では水路の割れなどの損傷、目地及び接合部の開き、土砂や植

物等の堆積について、集水マスでは目地及び接合部の開き、土砂や植物等の堆積について、落差工では傾動

などの損傷、接合部の開き、土砂や植物等の堆積についてそれぞれ着目する必要がある。 

表－２ 水路関係で損傷等の問題が発生していた部分とその箇所数 

問題発生
箇所名

問題発生
箇所数

割れ、傾動、
押しつぶれ等

目地の取れ、
接合部の開き

植物や土砂等
の全面堆積

植物や土砂等の
1/2～1/3の堆積

水路 81 33 44 9 13

集水マス 18 2 14 2 9

落差工 14 7 4 1 4

その他 1 1 0 0 0

重複有り  

3.2.2横ボーリング 

(1)横ボーリングの損傷等の問題発生状況 

 写真５～７は、横ボーリングの損傷等の問題発生状況を示したものである。 

 写真－５は、草で覆われた横ボーリングを示したものである。横ボーリング全体が繁茂した草で覆われ、

施設の存在さえ分かりにくい状態になっている。 

 写真－６は、集水マスに木の葉等が堆積している状況を示したものである。排水された地下水が集水マス

から越流し、地すべり斜面に浸透する恐れが出ている。 

  写真－７は集水管に閉塞物が付着している状況を示したものである。集水管に付着した閉塞物により集水

された地下水の排水が阻害されている。 

 

    

 

 

 

 

 

  写真－５ 草で覆われた横ボーリング       写真－６ 木の葉等が堆積した集水マス 

 

 

 

 

 

 

 

                               写真－７ 閉塞物が付着した集水管 
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3.2.3 集水井 

(1)集水井の損傷等の問題発生状況 

  写真８～14は、集水井の損傷等の問題発生状況を示したものである。 

 写真－８は、草木で覆われた集水井を示したものである。集水井全体が繁茂した草木で覆われ、施設の存

在さえ分かりにくい状態になっている。 

 写真－９は、傾いた集水井を示したものである。地すべり活動により集水井が傾き、集水管や排水管が破

断する場合がある。 

 写真－10は、集水井内に入るためのタラップが腐食している状況を示したものである。タラップが腐食し

た場合、強度が低下し使用できなくなる。 

 写真－11は、人が集水井に近づかないようにするための柵が破損している状況を示したものである。多雪

地帯では、積雪の沈降にともなって破損する事例が多い。柵が破損した場合、人が集水井に近づき集水井内

に落下する事故が発生する恐れがある。 

 写真－12は、集水井の排水管が破損し、湛水した状況を示したものである。排水管が破損した場合、集水

井の機能がなくなり、地すべりが滑動する恐れがある。 

 写真－13は、ライナープレート製の集水井が腐食した状況を示したものである。ライナープレート製の集

水井が腐食した場合、強度が低下し、井筒が土圧により破壊する恐れがある。 

 写真－14は、集水管が閉塞物により閉塞した状況を示したものである。集水管が閉塞した場合、集水井の

機能が低下し、地すべりが滑動する恐れがある。 

                                                          

     

 

 

 

 

 

      写真－８ 草木で覆われた集水井                    写真－９ 傾いた集水井 

 

 

 

 

 

 

 

 

   写真－10 集水井内に入るためのタラップの腐食            写真－11 破損した柵 
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ラップ、天蓋、柵は破損･変形と腐食についてそれぞれ着目する必要がある。 

表－４ 集水井で損傷等の問題が発生していた部分とその箇所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題発生
箇所名

調査数 個別調査数 主な問題点

コンクリート製 59 破損･変形 17、湛水 14

ライナープレート製 23 破損･変形 5、湛水 7、腐食 17

塩ビ管 622 閉塞物の付着 195

鋼管 24 閉塞物の付着 10、腐食 23

塩ビ管 5

鋼管 50 閉塞物の付着 9、腐食 23

タラップ 79 破損･変形 9、腐食 44
エキスパンドメタル製 24 破損･変形 8、腐食 20
鉄製 6 破損･変形 2、腐食 5
コンクリート製 52 破損･変形 1
鋼製 41 破損･変形 12、腐食 24
木製 5 破損･変形 5、腐食 5

柵

井筒

集水管

天蓋

排水管 82
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1 2 3 4 5
鉄細菌 - - 3 4 8

鉄細菌
藻類

- - 1 2 0

鉄細菌
泥

- - 0 0 1

藻類 - - 4 0 1

泥 - - 0 0 1

閉塞原因
閉塞レベル

1 2 3 4 5
Gallionella属
Leptothrix属 - - 1 3 5

Gallionella属
Leptothrix属
Toxothrix属

- - 2 0 1

Gallionella属 - - 0 1 3
Leptothrix属 - - 1 1 0
Toxothrix属 - - 0 1 0

鉄細菌
閉塞レベル

と言われている5)～12)。 

 図－15には、閉塞物の顕微鏡観察で確認された鉄細菌

の種類を示した。鉄細菌は、Gallionella属、Leptothrix

属、Toxothrix属であった。Gallionella属とLeptothrix

属が共存するものが多く、Toxothrix属単独は少ない。 

 これらのことから、横ボーリングの閉塞に関与してい

る鉄細菌は、主にGallionella属とLeptothrix属である

ことが分かった。 

  表－６は、今回調査した箇所の閉塞原因と閉塞レベル

との関係を示したものである。閉塞レベル4、5の場合は、

鉄細菌が原因の箇所が他のものに比べて多い。 

 表－７には、鉄細菌の種類と閉塞レベル毎の箇所数と  図－15 閉塞物顕微鏡観察で確認された鉄細菌  

の関係を示した。閉塞レベル4、5では、Gallionella属とLeptothrix属が共存する場合とGallionella属単独

の場合が、Leptothrix属及びToxothrix属単独に比べて多い。 

 これらのことから、横ボーリングを閉塞させる鉄細菌は Gallionella 属と Leptothrix 属の場合が多く、横

ボーリングの閉塞を防ぐためには、これらの鉄細菌の活動を抑制する必要がある。           

 表－６ 閉塞原因と閉塞レベルに該当する箇所数   表－７  鉄細菌の種類と閉塞レベル毎の箇所数 

 

 

 

                                              

(4) 横ボーリング設置後の経過年数における閉塞状況 

 図－16は、今回の調査時における横ボーリング設置後の経過

年数と閉塞レベルとの関係を示したものである。鉄細菌が閉塞

原因となっている箇所では、施設設置後の経過年数が６年で閉

塞レベル５のものがある。これは閉塞物中の鉄細菌の生息数は

少なく泥が多かったことから、泥が主な原因であると考えられ

る。それ以外の事例については、鉄細菌により閉塞した施設の

経過年数が10年以上となっている。藻類については、９年で閉

塞レベル３になっているものがあった。           図－16 施設設置後経過年数と横ボ－リン     

 これらのことから、横ボーリング閉塞レベルは、今回収集し     グ閉塞レベルとの関係           

た事例の範囲では施設設置後の経過年数の増大に伴って上がるとまでは言えない。 
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(5) 横ボーリングの閉塞と全鉄､酸化還元電位との関係                        

 図－17には、横ボーリングの閉塞の有無と酸化還元電位及び全鉄との関係を示した。酸化還元電位は、そ

の物質が他の物質を酸化しやすい状態にあるのか、還元しやすい状態にあるのかを表す指標であり、この値

が正の値となると酸化力が強く、負の値となると還元力が強いことを示す。閉塞ありは大部分が酸化還元電

位に関係なく全鉄1.00mg/ℓ以上に分布している。鉄細菌が関与した横ボーリングの閉塞は、地下水中の全鉄

の量が約1mg/ℓ以上で生じており、地下水中の全鉄の量に関係し、酸化還元電位に関係しないことが分かる。

(6) 全鉄の量と横ボーリング閉塞レベルとの関係                                                         

   図－18は、鉄細菌が関与した場合の全鉄の量と横ボーリングの閉塞レベルとの関係を示したものである。

横ボーリング閉塞レベルは、全鉄の量が増大すると高くなる傾向が認められる。 

 

 

 

   

 

 

図－17 横ボーリング閉塞の有無と酸化還元電位及び  図－18 全鉄の量と横ボーリング閉塞レベルと  

        全鉄との関係                                      の関係                

4.2 集水管が閉塞するまでの期間に関する調査結果 

4.2.1 調査方法  

 調査は、新潟県の上･中越地方の地すべり地において平成20、21年に新設した横ボーリング（地すべり地

21箇所、施設数52箇所）と平成16～18年に集水管の洗浄が実施された横ボーリング（地すべり地４箇所、

施設数20箇所）で実施した。調査では、集水管からの排水の全鉄の計測と閉塞物の顕微鏡観察を実施した。

なお、試料は横ボーリング集水管孔口からの排水をポリエチレン瓶に、集水管孔口に付着している閉塞物を

採取バックにそれぞれ採取した。なお、試料数は集水管からの排水が72個であり、集水管閉塞物が35個で

ある。 

4.2.2 調査結果 

1) 集水管閉塞事例   

 写真－16は、大荒戸
おおあらと

西
にし

地すべり（基岩地質シルト岩）に2009年12月に設置された横ボーリング集水管の

閉塞状況（施設設閉塞置後６ヶ月）を示したものである。集水管内には赤褐色の閉塞物が付着し、集水管か

らの排水を阻害していることが分かる。また、閉塞物の付着量は、集水管が同じ基岩地質の地すべり斜面に

位置しても集水管毎に異なっている。 
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除去する工法であり、広く用いられている方法である。この方法はほぼ確立したものであるが、地下水中の

鉄分が多い場合は洗浄しても短期間でまた閉塞することがあり、集水管閉塞の根本的な解決法にはならない。 

 写真－18は、大口径集排水ボーリング工の集水管内の状況を示したものである。この工法は、集水管を大

口径（φ320mmの鋼管を用いる）にすることで、集水量を多くすることと閉塞までの期間を長くすることを

目的とするものである。集水管内には錆が発生し集水スリットが閉塞しているものがあり、今後の課題とし

て錆対策が必要と考えられる。 

  表－８ 地すべり防止施設の修繕方法  

 

 

 

 

           

                               

                     写真－18 大口径集排水ボーリング工の 

                          集水管内の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕方法 件数
孔内（集水管）洗浄 34
土砂除去 14
コンクリート補修 8
フトン籠新規設置･再設置 5
集水マス新規設置･再設置 2
水路補修･交換 11
集水井の防護柵･扉などの交換 12
集水井の天蓋などの交換 10
その他 37
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5.7 施設点検機器 

5.7.1集水井内観察カメラ                            

 集水井内部の点検は、地表面からは難しいのが現状である。そこで、地表面から集水井内を観察できるカ

メラを考案･試作した。 

 写真－23には集水井内を点検するための集水井内観察カメラを、表－９にはその仕様を、写真－24にはカ

メラを集水井内に挿入するための点検穴をそれぞれ示した。このカメラは、雪崩・地すべり研究センターが

考案･試作したものである。集水井内観察カメラは、発光ダイオードの照明付きとし、アルミ製のパイプを継

ぎ足しながら深さ30ｍまでの集水井内を点検できるものである。また、点検穴は、コンクリート製の集水井

の蓋に直径20cmの穴を開け作成した。なお、使用しない時は、安全のために4本のネジで蓋を固定できるよ

うにしてある。 

 写真－25は、集水井内観察カメラを用いて、集水井内の集水管孔口の状況を示したものである。なお、集

水井内の映像は、映像出力端子にビデオカメラを接続し録画した。写真－25は、ビデオ映像を静止画にした

ものである。写真には集水管孔口への閉塞物の付着状況が捉えられており、試作した集水井内観察カメラに

より地表面から集水井内の状況を点検できることが確認できた。 

     表－９ 集水井内観察カメラの仕様 

  

 

 

 

 

  

 

  写真－23 集水井内観察カメラ 

 

名称 仕様

カメラ

･防水（水深15ｍまで）
･41万画素
･リモコンでズーム操作
･照明ＬＥＤ
･寸法 φ80×140mm
･本体重量950ｇ

モニター

･７型ワイド液晶
･解像度34万画素
･アルミ製格納ケース（寸法350mmＷ×180Ｄ×160Ｈ）
･重量３kg
･映像出力端子付き

カメラ昇降パイプ
･1本の寸法 20×40mm×1.7ｍ
･継ぎ足すことで35mまで延長可能

カメラ昇降装置 ･手巻きウインチ式

電源 ･バッテリー DC12V

その他

【特徴】
・集水井の内部に入ることなく深部の観察が可能

（ケーブル長30ｍ）
・商用電源、発電機は不要（バッテリーを搭載）
【留意点】
・集水井の蓋にカメラ挿入用の穴（φ20cm以上）が必
要
【サイズ、重量、使用継続時間】
・本体サイズ：64cm×40cm×216cm（組立時）
             40cm×64cm×83cm（分解時）
                 重量2.5㎏、ロッド1.7ｍ（1本）、2ｍ（14本）
・使用継続時間 約120分（使用条件により変化）
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写真－24 カメラ挿入用点検穴 

                               

 

 

                  

                            写真－25 集水管孔口の状況 

5.7.2集水管内観察カメラ 

 写真－26には、集水管内観察カメラを示した。このカメラは市販されており、孔口から30ｍ先までの集水

管内の状況を観察できる。電源は、充電式のバッテリーである。また、画像出力端子が付いており、録画が

可能である。 

 

写真－26 集水管内観察カメラ 
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６．施設の具体的な点検方法 

6.1 概査点検 

 概査点検は、安全のため２人以上で地表部から実施する。集水井内部への立ち入り点検は、酸欠や有毒ガ

ス、転落の危険があるので、異常があった場合に必要に応じて実施する。主な点検項目と異常が発生し易い

順位は、以下に示すとおりである。 

(1)横ボーリング  

  ①集水管の閉塞  

  ②施設周辺斜面の変動 

  ③孔口保護工の変形 

  ④集水マスの土砂等堆積 

(2)集水井  

  ①防護柵、扉、鍵の損傷 

  ②天蓋、井筒地表部の腐食、変形 

  ③集水管の閉塞 

  ④井筒内部の腐食、変形 

  ⑤タラップ、踊り場の腐食 

  ⑥排水管の閉塞 

  ⑦施設周辺斜面の変動 

(3)排水トンネル 

  ①集水管の閉塞 

  ②トンネル入り口の損傷等 

  ③排水路の閉塞（土砂等の堆積） 

  ④防護柵、扉、鍵の損傷 

  ⑤施設周辺斜面の変動による施設の損傷 

(4)水路 

  ①水路、マスへの土砂等の堆積 

  ②水路、マス、落差工の変形 

  ③施設周辺の変動 

6.2 詳細点検 

 詳細点検は、概査点検で施設に異常が認められた場合に、その異常を取り除くために異常の状態を詳細に

調査する。以下に、調査項目を示す。 

  ①崩壊、施設の破損 → 規模、範囲の計測 

  ②集水管への閉塞物付着 → 水質調査、集水管内部の閉塞状況調査（検尺棒、管内観察カメラ等） 

  ③井筒の腐食、集水井排水管の閉塞 → 井筒内への立ち入りによる腐食や排水管閉塞の状況調査（酸 

                     欠、有毒ガス、タラップの強度劣化に注意する）  
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6.3 点検結果への対応 

 施設に異常が認められた場合は、必要に応じて応急処置や破損箇所の補修･修繕を行う。以下に、点検結果

への対応法を示す。 

 (1)集水井 

  ①集水管、排水管の詰まり → 洗浄または再ボーリング、集水管の大口径化する。 

  ②井筒の変形 → 補強（不可能な場合は、栗石等を井筒内に充填し変形を防ぐ） 

  ③柵、天蓋、扉の腐食、破損 → 補修、交換する。 

 (2)横ボーリング 

  ①集水管の閉塞 → 洗浄または再ボーリングする。 

  ②集水マスの破損 → 補修する。 

  ③集水マスへの土砂等の堆積 → 排除する。 

 (3)排水トンネル 

  ①集水管の閉塞状況 → 洗浄または再ボーリングする。 

  ②トンネル入り口の損傷等の状況 → 補修する。 

  ③排水路の閉塞（土砂等の堆積）状況 → 排除する。 

  ④防護柵、扉、鍵の損傷状況 → 補修、交換する。 

 (4)水路 

  ①水路の閉塞 → 土砂等の排除、草刈り、樹木の伐採などをする。 

  ②水路の沈下、陥没、接合部の漏水→ 補修する。 

  ③落差工周辺の地表面浸食 → 流水飛散防止のカバー等を設ける。  
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７．点検結果の活用 

 点検結果は、各施設毎にまとめて時系列的に整理し保管する。次回の点検時には、前回の点検結果を施設

の状況変化の判断に活用する。 

 点検結果を記録する書式の例として、点検シート（案）を巻末に示す。なお、本シートは実際に使用され

ている記録簿等をもとに、雪崩・地すべり研究センターが作成したものである。 
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８．施設の改善方法 

8.1水路 

 水路については、①水路の変形、

接合部の開き、②植物や土砂の堆

積が問題となっている。 

  ①については、最近普及し始め

た柔軟性がある樹脂製の水路（写

真－27）が効果的である。水路は

ネジで接合されており、コンク

リート製のものに比べて変形及び

接合部の開きに強い。               写真－27 樹脂製の水路 

  ②については、水路の両側面をコンクリート張り（写真－28）や防草シート（写真－29）などにして、草

が生えないように、また土砂が流れ込まないようにする。防草シートは紫外線に対する抵抗力があり、耐用

年数が10年程度（目安）の製品がある。 

 

      

 

 

 

 

 

   写真－28 水路両側面のコンクリート張り        写真－29 防草シート 

 また、水路が落ち葉や土砂等により閉塞しやすい箇所には蓋をする。写真－30、31は、地元住民の協力で

水路に間伐材を利用した蓋を設置している状況を示したものである。写真－32は、廃棄されたガードレール

を利用し、水路に蓋をしたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         写真－30                     写真－31 

地元住民の協力で水路に間伐材を利用した蓋を設置している状況（長野県北信地方事務所農地整備課提供） 
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写真－32 廃棄されたガードレールを利用した水路の蓋 

8.2横ボーリング 

 集水管への閉塞物の付着が１番の問題点として挙げられることから、集水管の閉塞が生じにくいものを開

発する。木の葉や土砂などの集水マスへの堆積の問題については、土砂が流れ込まないように集水マスの縁

を高くする。また、集水マスに蓋をする。 

8.3集水井 

 調査結果によれば、集水管及び排水管の閉塞物の付着が１番の問題点として挙げられることから、閉塞が

生じにくい集水管の開発が望まれる。井筒、タラップ、天蓋、柵の腐食対策としては、腐食しないコンクリー

ト製や亜鉛メッキ製の製品が望ましい。天蓋はコンクリート製にすることで、柵を撤去または設置しない事

例もある。これにより、積雪による柵の破損を避けられる副次的効果も期待される。 
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９．今後の課題 

  地すべり対策工事の進捗とともに、維持管理を必要とする施設は今後も増加し続ける。したがって、閉

塞しにくい集水管の開発及び、地すべり防止施設の点検を効率的にするための対策法については、さらに検

討を続ける必要がある。今回、ここで提案した点検手法、点検シートは都道府県に対する調査結果を踏まえ

て作成したものであるが、それぞれの現場の実情に合わせた改良等は当然されるべきと考える。  
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集水井点検シート（1/3：外観の点検）

地区 番号

点検日

該当する状況に○をつける 該当する状況に○をつける

あり

なし

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

腐食しているが使える

該当する状況に○をつける 該当する状況に○をつける

井筒の外から内部の点検（見た目で判断してください）

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

周辺斜面の状況

破損があり使えない

破損があるが使える

破損あり

破損無し

腐食して使えない

腐食しているが使える

フェンスの破損・腐食

フェンスの鍵

破損があるが使える

フェンス扉
の状況

破損あり

天蓋の破損・腐食

異常なし

井筒地表部の
破損・腐食

破損無し

腐食して使えない 崩れている

亀裂はある

異常なし

破損あり
破損無し

腐食して使えない
腐食しているが使える

異常なし

集水井の中の水位

井筒・タラップ
（階段・はしご）
の腐食

コンクリートますの天端より上

井筒が腐食して壊れそう 

井筒が腐食しているが大丈夫

タラップが腐食して使えない
タラップが腐食しているが使える

異常なし

平成 年 月 日

見つからない

排水あり

排水なし

コンクリートますの天端より下

破損があるが使える

腐食なし

井筒が変形している

排水管
出口
の状況

破損無し

腐食して使えない

腐食しているが使える

腐食無し

写真貼り付け位置（変状がある箇所の写真を貼ってください）

井筒井筒

地面地面

集水井の断面図

コンクリート
ます

コンクリートます
天端

天蓋
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集水井点検シート（3/3：井筒内の写真）

地区 番号

点検日 平成 年 月 日

写真貼り付け位置（集水管の写真と変状がある箇所の写真を貼ってください）
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集水井点検シート（3/3：井筒内の写真）（記入例）

地区 番号

点検日 平成 22 年 6 月 16 日

滝坂 松坂集水井（Ｗ-8）

写真貼り付け位置（集水管の写真と変状がある箇所の写真を貼ってください）

集水管及び排水管の閉塞状況と集水
ますの状況が分かる写真及び「異常な
し」、「破損なし」以外に○をした箇所の
写真を貼る。

ここでは、集水管、排水管の写真とコン
クリートますの写真を貼った。

2/3、3/3は井筒に入って点検する。
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排水トンネル点検シート（1/3：外観の点検）

地区 番号

点検日

該当する状況に○をつける

あり

なし

該当する状況に○をつける 該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

流れている

流れていない

破損あり

破損無し

破損があるが使える トンネル内
排水路の状況

破損あり
破損無し

坑口の扉
の状況

坑口の鍵

トンネル内部の
破損・腐食
（坑口からの観察）

平成 年 月 日

坑口の破損

異常なし

破損あり

周辺斜面の状況

腐食無し

崩れている

破損無し

腐食して使えない

腐食しているが使える

腐食なし

亀裂はある

破損があり使えない

破損無し

腐食して使えない

腐食しているが使える

破損があるが使える

写真貼り付け位置（変状がある箇所の写真を貼ってください）
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排水トンネル点検シート（3/3：トンネル内の写真）

地区 番号 区間 ～

点検日 平成 年 月 日

写真貼り付け位置（集水管の写真と変状がある箇所の写真を貼ってください）
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排水トンネル点検シート（1/3：外観の点検）（記入例）

地区 番号

点検日

○

該当する状況に○をつける ○

あり ○

なし ○

該当する状況に○をつける 該当する状況に○をつける

○

○

○

○ 該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける ○

該当する状況に○をつける

甚之助 新2号トンネル

破損あり
破損なし

破損あり

破損あり

破損なし

坑口の鍵

トンネル内部の
破損・腐食
（坑口からの観察）

平成 20 年 9 月 9 日

破損なし

腐食して使えない

腐食しているが使える

腐食なし

坑口の破損

破損があるが使える

腐食なし

坑口の扉
の状況

破損があるが使える

異常なし

トンネル内
排水路の状況

周辺斜面の状況

崩れている

亀裂はある

流れている

流れていない

破損があり使えない

破損なし

腐食して使えない

腐食しているが使える

写真貼り付け位置（変状がある箇所の写真を貼ってください）

トンネルの外から点検する。

坑口閉塞などの危険があ
る場合「破損あり」とする。

上3項目、
した3項目
の中から1
項目づつ
○をつけ
る。

流水の有無を記
入する。

水漏れなどの
恐れがある破
損を記入する。

トンネル内を覗いて
分かる範囲で記入す
る。

点検箇所から見渡せ
る範囲でよい。

坑口の状況と坑口からのトンネル内の状況及
び「異常なし」、「破損なし」以外に○をした箇
所の写真を貼る。

ここでは、坑口の状況（扉、崩壊）写真と坑口
からのトンネル内の写真を貼った。

1/3は1箇所に1枚作成する。
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排水トンネル点検シート（3/3：トンネル内の写真）（記入例）

地区 番号 区間 ～

点検日

新2号トンネル 2号ボーリング室 3号ボーリング室

平成 20 年 9 月 9 日

甚之助

写真貼り付け位置（集水管の写真と変状がある箇所の写真を貼ってください）

No.125 No.126 No.127
No.128

No.129

No.131
No.130

No.132
No.133

No.135
No.134

集水管の閉塞状況が分かる写真
及び「異常なし」、「変形・破損な
し」、「腐食なし」以外に○をした箇
所の写真を貼る。

ここでは、集水管の写真と腐食物
で詰まった排水路、トンネルの腐食
状況の写真を貼った。

2/3及び3/3は、坑口からボーリング室又はボーリング室間の
トンネル内の状況と奥側のボーリング室の集水状況を点検する。 点検区間を記入する。
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水路点検シート

地区 番号

点検日

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

該当する状況に○をつける

あり 崩れている

なし 亀裂はある

該当する状況に○をつける 異常なし

該当する状況に○をつける

水路の状況

土砂等で詰まっている

破損していて水漏れしている

破損しているが水漏れはしていない

水路の外側を水が流れている

異常なし

集水マスの状況
破損あり
破損なし

落差工の破損

甚之助 1号水路

平成 年 月 日

周辺斜面の状況

土砂や落ち葉などで流れが悪い
土砂や落ち葉などがあるが、流れている

土砂や落ち葉などはたまっていない

集水マス内
の状況

写真貼り付け位置（変状がある箇所の写真を貼ってください）
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